★名古屋支部例会　　　　　　　2008年2月9日（土）14:00～16:30
会　場：名古屋市西生涯学習センター　第3集会室

参加者：吉田孝次、木村達也、長谷部孝男、清野千代子、大倉正敏、

滝　敏美、後藤俊樹　（７名）
話　題：
1． 菊岡理事長の訃報（吉田）
東亜天文学会　理事長　菊　岡　秀　多　氏　の訃報。
2． 江戸時代の旧暦と和算について（後藤）

2008年は、江戸時代の数学者 関孝和 没後300年。和算の記念行事有。
3． 望遠鏡と画像処理について（長谷部）

28ｃｍセレストロンC11による月面写真の試写、土星の撮影画像を披露。
4． 冬の散開星団と白色矮星について（滝）

形のおもしろい散開星団NGC2169（37星団）,NGC2301

　　白色矮星エリダヌス座オミクロン２KEID　について紹介された。
5． 星野写真の紹介（木村）
改装前の名古屋市科学館をモチーフとした星野写真を披露された。

　４秒露出を合成、ソフトウェアはステライメージを使用された。
６．隕石・隕鉄・化石の話題について（大倉）
７．いろいろな話題

　　隕石孔の形成条件について

月の月面余経度について

雹の降下と隕石落下について
　　1月30日の火星付近の小惑星通過について

「かぐや」の観測結果の公表について
　　スペースガード協会の活動について
詳細は[東亜天文学会　名古屋支部]　「http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/」ホームページをご覧ください。　　　　　　　　　（報告者　後藤俊樹）
